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【手続補正書】
【提出日】平成27年4月23日(2015.4.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｘ線発生手段から発生したＸ線を空間的に分割する分割素子と、
　前記分割素子により分割され、被検知物を透過したＸ線の強度を検出する検出手段と、
前記検出手段によって得られた強度分布から、前記被検知物の位相コントラスト像を取得
する演算手段と、
　を備えたＸ線撮像装置であって、
　前記演算手段は、
　前記検出手段により取得された前記被検知物の各位置を透過するＸ線の強度分布の値を
被検知強度とし、前記被検知物がない場合のＸ線の強度分布の値を参照強度とすることに
より、
　前記被検知強度の値から、前記参照強度の値を減算または除算することによって屈折Ｘ
線の強度分布の値を演算する減除部と、
　前記減除部での減算または除算により演算された前記屈折Ｘ線の強度分布の値を、前記
屈折Ｘ線、吸収Ｘ線、および無応答Ｘ線が足し合わされた合成Ｘ線の強度分布の値から抽
出する抽出部と、
　を有することを特徴とするＸ線撮像装置。
【請求項２】
　前記抽出部は、
　前記減除部での減算により演算された正の値を有する領域の強度分布の値を抽出し、
　または、前記減除部での除算により演算された１以上の値を有する領域の強度分布の値
を抽出する抽出部であることを特徴とする請求項１に記載のＸ線撮像装置。
【請求項３】
　前記演算手段は、
　前記検出手段によって得られた前記被検知強度の値から、前記参照強度に重み付けを行
った値を減算または除算することによって、前記屈折Ｘ線の強度分布の値を演算し、
　または、前記被検知強度に重み付けを行った値から、前記参照強度を減算または除算す
ることによって、前記屈折Ｘ線の強度分布の値を演算することを特徴とする請求項１又は
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２に記載のＸ線撮像装置。
【請求項４】
　Ｘ線発生手段から発生したＸ線を空間的に分割し、該分割されて被検知物を透過したＸ
線の強度を検出手段によって検出し、該検出によって得られた強度分布から、前記被検知
物の位相コントラスト像を取得するＸ線撮像方法であって、
　前記検出手段により取得された前記被検知物の各位置を透過するＸ線の強度分布の値を
被検知強度とし、前記被検知物がない場合のＸ線の強度分布の値を参照強度とすることに
より、
　前記被検知強度の値から、前記参照強度の値を減算または除算することによって屈折Ｘ
線の強度分布の値を演算する工程と、
　前記減算または除算により演算された前記屈折Ｘ線の強度分布の値を、前記屈折Ｘ線、
吸収Ｘ線、および無応答Ｘ線が足し合わされた合成Ｘ線の強度分布の値から抽出する工程
と、を有することを特徴とするＸ線撮像方法。
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